




2025年１月26日（日）、神奈川歯科大学附属横浜研
修センターにおいて茅ヶ崎駅前奈良デンタルクリニッ
ク院長 奈良嘉峰先生をお招きし「歯周組織再生療法 
成功のためのストラテジー」と題した学術講演会がハ
イブリッド形式で開催された。

奈良先生は、中等度から重度の歯周炎罹患歯の抜歯
か保存かの判断には、歯周組織の状態に加え、残存歯
質量、隣接歯の予後、補綴計画、患者の希望など様々
な要素を考慮する必要があるとした上で、可能な限り
歯の保存に努めることが歯科医師の責務であると述べ
た。

歯周組織再生療法の歴史と現状について解説し、特
に骨欠損部における再生スペース確保の重要性を強調
した。エムドゲインやリグロスの各特徴を適応症とと
もに解説し、また、再生マテリアルの変遷とともにフ
ラップデザインも変化してきたことに触れ、GTR法
からMISTやM-MISTといった低侵襲なフラップデザ

インを紹介。フラップデザインは再生スペースにも影
響を与えるため、骨欠損形態に応じた選択が重要であ
ると述べた。

講演では、症例選択や実際の術式のポイントなど、
歯周組織再生療法の成功に向けた具体的な戦略が提示
され、参加者にとって大変有意義な内容であった。

学術委員会委員　藤野拓郎（43 回生）

奈良嘉峰先生講演会報告記
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2025年４月５日午後５時半より
天童温泉「湯坊いちらく」にて令
和７年度学術講演会・総会を行なっ
た。参加者は鈴木正憲先生( ８回
生)､ 佐藤寿之先生(13回生)､ 冨
樫雅比古先生(14回生)､ 星川 知
佳子先生(14回生)､ 佐藤正知先生

(24回生)､結城光隆先生(30回生)､加藤克彦(11回生)
であった。会員15名( ４名は本部会費免除)のうち７
名の参加となった。

はじめに学術研修会として、GC卒後研修講師の安
達隆帆先生(10回卒安達節洋先生ご子息)を講師とし
て、「吸着下顎総義歯の印象について」と題して１時
間のご講演をいただいた。下顎総義歯が安定するには
印象と咬合が大切であり、今回は機能印象についての
ご講演で、辺縁封鎖を得るための診査・診断、概形印

象、精密印象について、手技を動画を交え分かりやす
くお話ししていただいた。

総会では令和６年度活動の報告、令和６年度決算案・
令和７年度活動計画案・予算案の承認、75歳以上(本
部会費免除)の会費の変更について承認をいただいた。
また、会員の高齢化を考慮して、福利厚生費を別枠に
した。来年は東北地区連合会の当番県に当たり講師候
補についても話が出た。決議事項が多く質問も多数あ
り、盛り沢山の会議になった。懇親会では近況報告な
どで話に花が咲いた。

山形支部は在籍15名会員のうち９名が70歳を越し、
30回生を最後に10年以上新規会員が入会されていな
いのが現状で、80歳を超えられた会員もおります。
新規会員を首を長くして待っています。いつも支部の
活動にご支援いただき、本部には感謝しております。

同窓便り 山形県支部

神奈川歯科大学同窓会山形県支部たより

加藤克彦（11 回生・山形県支部支部長）

加藤克彦先生
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講　　師　　齋藤正寛 先生
特別講演　　齋藤　滋 先生

2024（令和６）年11月９日、前橋医療センターに
て神奈川歯科大学同窓会群馬県支部学術講演会が開催
されました。参加人数は他校OBを含めて30名を超え
る人数が集まり過去最高となりました。

講師は本校20回生、東北大学大学院歯学部研究科・
エコロジー歯学講座教授歯内療法科科長 齋藤正寛先
生に『根尖性歯周炎の謎〜顎骨の免疫と再生〜』の演
題でお願いいたしました。先生の講演は明瞭で、興味
深く、時間の経過を忘れる程でした。内容は歯内療法
の基本から何故、治療しても治らない根尖病変がある
のか？等、難治性の根尖病変について全身的な要因か
らお話をいただき、全身状態による免疫力が根尖部病

変にも影響し、標準的な根管治療を行っても難治性の
症例があるとのことでした。

後半は教授が携わっているベンチャー企業の概要や
どんな人がベンチャー企業の社長に向いているかな
ど、我々にも将来性のあるお話を伺いました。

最後に齋藤正寛教授のご尊父である齋藤 滋名誉教
授（生化学教室）に歯科医師としての在り方、生き方
について特別講演をしていただき閉会となりました。
その後の懇親会も学生時代の苦楽話に花が咲き、盛会
のうちに幕を閉じました。尚、大変残念な事に滋先生
は2025（令和７）年２月にご逝去されました。ご存
命の折、最後に貴重なお話を拝聴させて頂き会員一同
感謝しております。末筆ながら謹んでお悔やみ申し上
げます。

同窓便り 群馬県支部

群馬県支部学術講演会報告

亀山　正（25 回生・群馬県支部学術担当理事）
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当支部では、年２回（春期、秋期）
の学術講演会を定期開催していま
す。令和６年度は本学分子生物学
講座口腔細菌学分野教授の浜田信
城先生をお招きし、「口腔感染症と
静菌義歯について」講義いただき
ました。

本講演では、歯周病の原因となる細菌の一種であ
る Porphyromonas gingivalis（ポルフィロモナス・ジ
ンジバリス）の病原因子について解説があり、P. 
gingivalisの病原性を抑制する方法や口腔環境の健全
化に役立てる方法として、酸化亜鉛を応用し開発され
たAD-PSJを含む「静菌義歯」や「静菌マウスピース」
が有効であるとの報告がありました。超高齢社会を迎
えた現代において、高齢者の口腔衛生環境を守ること
は私たち歯科医療者にとって至上命題となっています
が、浜田先生の推奨する静菌義歯が広く普及すれば、
国民の健康増進に大きく寄与するものとなることと思
います。講演会後の懇親会においても、浜田先生と会
員との間で活発な意見が交わされ、また思い出話にも
花が咲き、大いに盛り上がった静岡の夜となりました。

また、当支部は今年、創立40周年を迎えるにあた
り記念式典および学術講演会を11月９日（日）ホテ

ルアソシア静岡（静岡市）にて開催を予定しておりま
す。講師に本学特任教授の前畑 香先生をお招きし、「−
保険収載に備えて学ぼう！−従来法コンプリートデン
チャーとデジタルデンチャーの違い」ご講演をいただ
きます。本部共催学術講演会として既に会員皆様に通
知されておりますが、多くの会員先生方のご参加をお
待ちしております。

さてここからは、静岡県の活動を紹介させていた
だきます。静岡県と（一社）静岡県歯科医師会は、
県内の歯科保健医療提供体制の安定化を図るため
に【静岡県歯科医療従事者バンク https://shizuoka-
dentistbank.jp 】を開設しました。本県は歯科医師の
高齢化が進む一方、医院継承が少なくなり準無歯科医
地区が多くなっています。地域によっては訪問歯科診
療の需要が多く、既存医院への経済的、体力的な負担
が大きくなっており、県内に定着する歯科医療従事者
の確保は急務となっています。県内には歯科大学がな
いため、各歯科大学・歯学部の同窓会、校友会県支部
に本事業の周知に関して協力を求められております。
誌面を拝借させていただく形となり恐縮ですが、静岡
県内の歯科保健医療提供体制の安定化のため、同窓会
会員皆様のご理解とご協力をよろしくお願いいたしま
す。

同窓便り 静岡県支部

近況報告と支部創立40周年に向けて

柴田武士（29 回生・静岡県支部専務理事）

柴田武士先生

浜田教授をお迎えした令和６年度春期講演会
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2025年５月25日（日）、ANAクラウンプラザホテ
ルグランコート名古屋「たん熊北店」にて平成６年度
総会が12名の出席にて開催されました。

当日は５月の季節柄、体調を崩される会員や地区の
歯科医師会事業と重なり、若手の会員の多くに欠席が
見受けられ、少し寂しい総会でありました。令和６年
度事業報告、予算収支報告、監事報告に続き議案承認
後、令和７年度事業案および予算の承認が可決いたし
ました。

コロナ禍で顔を合わせる機会がなく久しぶりに参加
された方も多く近況報告から始まり、さながら安否確
認のようでした。同窓会本部副会長 小野秀樹先生か
ら大学の報告がなされ、３回生青木先生の乾杯へ続き
ました。同窓会の集まりは同窓生との連携や相談、情
報交換の場として大切な役割りです。今回は70歳を
迎える先輩方の医院継承のお話や閉院の準備など大変

役に立つお話が聞けました。私もお顔を拝見するだけ
でどこか昔を思い出し、懐かしさと哀愁を感じる年齢
となりました。その後の懇親会では銘々いろいろな話
題で盛り上がりました。

誰かの歌のように縦の糸は（先輩・後輩）、横の糸
は（同級生）だと感じました。

益々お元気な先輩方とお話して我々も頑張りたいと
思いました。やはり顔を見ての会話はある意味、兄弟
や親せきの身内の話として聞きやすく、有難いものだ
と思いました。回生間のつながりが希薄にならないよ
うにネットワーク機能や情報の共有化を図りたいと考
え、今後も顔を見ての集まりは重要で、元気なうちは
出ると先輩方におっしゃられると継続に課題は多いで
すが重要さを実感しました。まだまだ話がつきない様
子でしたが、盛況のうちに閉会となりました。

後列右から　鳥居ゆか 19 回生、菱川秀樹 18 回生、高橋　泰 26 回生、大竹範彦 12 回生、大竹豊彦 16 回生、
　　　　　　河合茂樹 13 回生、服部　徹 8 回生の各先生
前列右から　立松志朗 8 回生、杉木正史 5 回生、青木金夫 3 回生、小野秀樹 7 回生の各先生

同窓便り 愛知県支部

神奈川歯科大学同窓会愛知県支部総会

菱川秀樹（18 回生・愛知県支部専務理事）
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2024年11月30日（土）ANAクラウンプラザホテ
ル広島において、学術講演会・懇親会を開催した。午
後５時、玉山廣忠副会長（18回生）の司会進行のもと、
西谷 満会長（21回生）の挨拶により学術講演会が開
会された。学術講演会は、福岡県・歯科内田クリニッ
ク院長 内田雄望先生（21回生）を講師にお招きし、
ご講演いただいた。「保険の義歯をどう作るか…」と
題して、臨床ケースを多数織り交ぜた内容でたいへん
分かりやすく解説していただいた。開業医がほとんど
である当会会員にとっては興味深く、臨床でのポイン
トがちりばめられた講演を聴講でき、参加した会員か
らはたいへんな好評を博した。

続いて、同ホテル内にて懇親会が開催された。山口

真一郎専務理事（32回生）の司会進行のもと、西谷
会長による開会挨拶、梶田理絵先生（32回生）によ
る新入会のご挨拶、藤井久富顧問（２回生）のご挨拶
と続き、山口隆志顧問（５回生）の乾杯のご発声によ
り開宴した。例年の懇親会では、卒業年度による席順
としていたが、今回は抽選箱を準備し、入場時の抽選
にて配席された。世代の離れた先輩後輩が同じ卓とな
る例年とは異なったスタイルで、今まで以上に世代の
垣根を感じさせない楽しいひとときを過ごした。そし
て会の後半では、横村康彦理事（37回生）のタクトで、
恒例の出席者全員での校歌斉唱。午後８時30分、全
日程を盛会のうちに終了した。

同窓便り 広島県支部

神奈川歯科大学同窓会広島県支部・稲岡会

山口 真一郎（32 回生・広島県支部）
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2025年５月24日(土)「ホテルグランヴィア広島」
において、令和６年度通常総会・保険講習会・懇親会
が開催された。山口 真一郎（32回生）専務理事の司
会のもと、午後６時から総会が開催された。西谷 満
会長（21回生）の挨拶後、大保順一氏（９回生）が
総会議長に選出され、執行部から令和６年度会務概況
報告・各部事業報告・次年度事業計画案の説明がなさ
れた。その後、出席者による慎重審議の結果、執行部
より上程された議案は全て可決承認された。続く保険
講習会では、玉山廣忠副会長（18回生）を座長として、
広島県歯科医師会副会長・保険部長の森本 進先生に

「令和６年診療報酬改定の留意点」の演題でご講演を
いただいた。改定後の新たな変更点などをわかりやす
く説明していただき、保険診療を主とする当会会員か
らはたいへん好評であった。その後、同ホテル内にて

会場を移し、懇親会を開催した。山口専務理事の司会
のもと、西谷会長の開会挨拶、道佛雄次氏（４回生）
の挨拶へと続き、玉山副会長による乾杯の発声で宴を
催された。昨年度「広島県学校歯科医永年勤務表彰」
を受けた川口裕之氏（21回生）には突然司会者から
一言スピーチが振られ、急遽ではあったが堂々とした
川口氏のスピーチによって場はさらに盛り上がった。
宴会の最終盤では、玉山副会長が振るタクトに従い、
毎年恒例の参加者全員での校歌斉唱となった。総会・
保険講習会の緊張感から解放された４回生から46回
生までの総勢21名の参加者らは、みな楽しいひとと
きを過ごした。午後９時30分、歌野原 之副会長（６
回生）の閉会挨拶にて全日程を盛会のうちに終了した。

同窓便り 広島県支部

令和６年度通常総会・保険講習会・懇親会

山口真一郎（32 回生・広島県支部）
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2025年１月25日(土)午後４時
半より「大分センチュリーホテル」
にて大分県支部の学術講演会が開
催されました。

今回は福岡県で開業されている
内田雄望先生(21回生)を講師とし
てお招きし「同窓生に本音で語る

保険の義歯 ここだけの話」という演題で約２時間に
渡って講演していただきました。

実は内田先生には５年前にもパーシャル・デン
チャーに関連した講演で大分支部に招聘して大変好評
だったことから「次回はフル・デンチャーでPART
２の講演をお願いしよう。」と以前から計画していま
したが、コロナ禍の影響で叶わず、今回ようやく実現
するに至りました。

内田先生は村岡秀明先生( ３回生 千葉県支部)に長
年師事し「コピーデンチャー」を用いた総義歯製作を
臨床に取り入れているのですが、「やり方がよく分か
らない」という理由で実際に行なっている先生は少な
いと思います。今回の講演ではコピーデンチャーの特

色や利点、そして製作の流れを各工程毎に詳細に解説
していただきました。

現在の大分県は高齢化率34.2%(令和５年10月)と
いう高齢化県で、毎日のように大勢の義歯の患者さん
に向き合っている支部会員が殆どではないかと考えら
れます。私自身も特に顎堤が著しく吸収した下顎のフ
ル・デンチャーの製作や調整に日々頭を悩まされてい
るのが現状です。今回の講演ではコピーデンチャー以
外に、そのような難症例の義歯に対するチェック事項
や内田先生ならではの工夫、経費削減のための材料選
択など正に「痒いところまで手が届く」ような内容が
盛り込まれており、参加した先生方も大いに参考に
なったと思います。また内田先生は福岡県の医療保険
委員会副会長を務めていて保険請求に関しても博識で
あるため、講演の要所で言及される「保険のワンポイ
ント・アドバイス」も個人的には有難かったです。

講演後の懇親会では義歯や保険の話題の他、大学時
代や横須賀の話で夜遅くまで盛り上がりましたが、今
後も内田先生の益々の御活躍をお祈り申し上げます。

同窓便り 大分県支部

大分県支部学術講演会

陶山直昭（21 回生・大分県支部）

陶山直昭先生
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令和７年（2025年）３月８日（土）に都内、新橋
の第一ホテル東京で６年ぶりに７回生のクラス会を開
催しました。

卒後50年のこの年、北海道から沖縄の離島、遠く
アメリカから総勢65名が集まりました。受付開始時
間の17時の一時間前から会場周辺に集まり始め、会
場への入室を早めてもらいました。フリードリンクの
飲み物も17時30分の開宴前からの提供に変更しまし
た。同窓会会長でもある大舘 満君の乾杯の挨拶の時
には既に会場は華やかな雰囲気に包まれ、久しぶりの
再会を喜ぶ姿に、あらためて開催して良かったと実感
しました。

前回の帝国ホテルでのクラス会からネームプレート
に卒業アルバムの写真を貼るスタイルにしましたが、
互いに写真と見比べその変貌に半世紀の時の流れを感
じざるを得ませんでした。予想を超えた参加人数のた
めに集合写真が撮れず、テーブルごとの撮影になって
しまいましたが、むしろ楽しい雰囲気を感じる写真に

なったのではないでしょうか。
今回出席を予定しながらも急遽都合により欠席と

なった人からお詫びにと、地元の焼酎を５本も差し入
れがありました。いっそう酔いが回り、楽しい時を過
ごし、３時間はあっという間に経ってしまいました。
終宴が近づくと会場の内外で連絡先を交換している姿
も見られ、互いに名残を惜しんでいました。

無事に予定通り20時30分に終宴となり、グループ
ごとに二次会に出掛けたようです。

私たち幹事は今回で役目を卒業させていただきます
と事前にお知らせしたところ、花束や地元のお土産を
頂きました。また打ち上げにと、お金を置いていった
人もいて都合４回開催したクラス会を喜んでいただけ
たのかなと、自己満足しています。

最後になりましたが、同窓会本部からの助成金がク
ラス会を開催する助けになりましたことを、報告させ
ていただきます。

ク ラ
ス 会 報 告

７回生クラス会
桂　一平（７回生）

24

142号_本文4C.indd   24142号_本文4C.indd   24 2025/07/10   10:232025/07/10   10:23



2025年２月23日、横浜にて35回生のクラス会を開
催いたしました。2004年に卒業した私たち35回生に
とっては、節目となる卒業20周年にあたる年であり、
クラス会としては実に10年ぶりの開催となりました。

今回は、20周年にふさわしい記念行事として、同
期の中でも特にご活躍中の先生をお招きし、学術講演
会を企画いたしました。クラス会に先立ち、午後４時
より神奈川歯科大学附属横浜クリニックの６階教室に
て、西田哲也先生（35回生・宮崎県開業）を講師に迎え、

「超高齢社会に求められる高齢者義歯治療」という演
題でご講演いただきました。

ご講演では、総義歯のリマウント調整に関する豊富
な症例を体系的にご紹介いただき、参加した25名の
同期にとって大変有意義な学びの時間となりました。

その後、午後６時より会場を横浜ベイシェラトン 

ホテル＆タワーズに移し、クラス会を開催いたしまし
た。全国各地から40名（男性22名・女性18名）が参
集し、久しぶりの再会を心から喜び合いました。互い
の近況を語り合い、時に笑い、時に懐かしさに浸りな
がら、昔話に花を咲かせました。時間の経過を忘れる
ほどの盛り上がりで、クラス会終了後も多くの仲間た
ちが横浜の街へと繰り出し、なかには４次会、５次会
まで勤め上げたという声も聞かれました。

また、今回のクラス会開催にあたり、同窓会よりご
支援として助成金を賜りましたことに深く感謝申し上
げます。おかげさまで、滞りなく円滑に会を進行する
ことができました。

この場を借りて、クラス会開催のご報告と御礼を申
し上げます。

ク ラ
ス 会 報 告

35回生クラス会を開催しました
香西雄介（35 回生・大学支部）
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令和６年度　表彰
昨年、北海道支部で表彰された先生を紹介いたします。

北海道歯科医師会功労会員顕彰受賞
佐藤　宏 先生 （１回生）

佐藤先生は、昭和52年4月に北海道地区連合会札幌支部が発足した時の初代支部長です。
趣味の囲碁の強さは、北海道の歯科界で有名です。同窓会の麻雀大会ではよく優勝し、手品

も得意でクリスマスパーティーで披露していただきました。いつも笑顔が絶えない優しい先生
です。

塚本和夫 先生 （１回生）

塚本先生は、昭和56年より60年まで北海道支部長を務められました。強い信念をもち、曲がっ
たことが嫌いで歯科医師会に出向した時は、考え方にぶれはなく、会務を執行されました。後
輩にはとても優しい、ゴルフ大好きの先生です。

文部科学大臣表彰受賞
柴田信行 先生 （７回生）

柴田先生は、室蘭歯科医師会で長い間、副会長を務められ、同窓8名の室蘭支部会員をまと
めてきました。北海道社会保険支払基金の審査委員なども務められました。お酒が大好きな後
輩から慕われる優しい先生です。

鹿島　勇 先生　旭日中綬章受章
令和７年春、学校法人 神奈川歯科大学 理事長の鹿島　勇 先生（６回生）が「旭日中綬章」

を受章されました。おめでとうございます。

令和７年 春の叙勲 表章

国（内閣府）・都道府県から褒章・叙勲を受章されたほかに、医療に携わり社会的に貢献した事を
認められて（大臣表彰・都道府県・日本歯科医師会）から表彰を受彰された先生方を会報（HP）で
ご紹介させていただきます。
会報掲載をご希望の先生は、支部名、回生、お名前、受章（表彰）名・受章（表彰）日・写真１枚
と簡単なコメント（50 字程度）を添えて事務局にお届出ください。

《 褒章・叙勲・表彰について 》《 褒章・叙勲・表彰について 》

•10周年単位のクラス会、卒後５周年のクラス会に助成金を支給します。
•令和７年度は７回生、17回生、27回生、37回生、47回生と卒後５周年に該当する52回生が対象となります。
　（いずれも前後１年の会期も可）
•助成金額は、該当するクラス会１件 10万円で使途は自由です。
•助成クラス会の該当要件があります。詳しくは事務局までお問い合わせください。
•同窓会に提出する書類とは別に、同窓会会報に掲載する原稿を別途ご提出ください。（集合写真１枚等添付）

《 クラス会助成について・令和７年度 》
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 お知らせ　　令和７年度　新入生 新入会者

　宮嶋千秋	 （41回生・甲）	 福島県支部
　大貫雄一	 （50回生・甲）	 栃木県支部
　杉山悟郎	 （37回生・甲）	 福岡県支部

再入会者

　齋藤　元	 （16回生・甲）	 東京都支部

訃　　報
『特別会員』
斎藤　　滋　（元神奈川歯科大学 口腔生化学 教授）
	 	 	 2025.02.16　ご逝去
『正会員』
小山　道夫　（神奈川県支部	12 回生）	 2024.10.20　ご逝去
中西　　通　（徳島県支部	 9 回生）	 2025.01.09　ご逝去
田中　榮一　（東京都支部	 4 回生）	 2025.01.15　ご逝去
谷口　富白　（静岡県支部	 3 回生）	 2025.01.25　ご逝去
牧角　新蔵　（鹿児島県支部	10 回生）	 2025.02.09　ご逝去
工藤　晴弘　（北海道支部	 9 回生）	 2025.02.10　ご逝去
高松　千鶴　（神奈川県支部	 8 回生）	 2025.03.06　ご逝去
葭内　純史　（北海道支部	 1 回生）	 2025.03.15　ご逝去
鈴木　吉久　（三重県支部	 5 回生）	 2025.03.24　ご逝去
高江洲　尚　（神奈川県支部	 1 回生）	 2025.03.29　ご逝去
津本　　信　（神奈川県支部	 6 回生）	 2025.03.31　ご逝去
稲富　洋文　（千葉県支部	 16 回生）	 2025.04.11　ご逝去
桐原　千壽　（鹿児島県支部	 4 回生）	 2025.04.17　ご逝去
田中　亮二　（神奈川県支部	11 回生）	 2025.04.18　ご逝去
今野　幸孝　（神奈川県支部	 4 回生）	 2025.05.25　ご逝去
土屋　重俊　（神奈川県支部	 7 回生）	 2025.06.17　ご逝去
白﨑　俊幸　（宮城県支部	 6 回生）	 2025.06.27　ご逝去
坪内　徹郎　（北海道支部	 2 回生）	 2025.07.04　ご逝去

編集委員：加来 めぐみ（9回生）　金子宣由（19回生）　濵野奈穂（30回生）　市田佳子（33回生）　角井早紀（49回生）／
広報担当常務理事：川端啓義（12回生）／広報担当理事：新井宗高（28回生）／アドバイザー：髙橋 朗（12回生）

《編集後記》
　142号では、アフターコロナと呼ばれてから２年ほど経過し新たな歩みとして、同窓会本部並びに各地支部会の総会、学術
講演会の様子、また全国から参集しての同期会の様子等々を掲載いたしました。オンラインでの繋がりを経て、直接語り合え
る喜びと熱意が感じられる活動の報告です。今後も同窓生の絆を深める場が広がることを期待します。

（119名）

神奈川歯科大学同窓会会報　142号
発　行：	神奈川歯科大学同窓会
	 〒238-8580  横須賀市稲岡町82
	 TEL : 046-825-0524　FAX : 046-822-3538	
URL:https://inaoka82.com/　E-mail : ob-jimu@kdu.ac.jp

発行人：大舘　満

発行日：2025年７月18日

印　刷：一世印刷株式会社
　　　　〒161-8558　東京都新宿区下落合2-6-22
　　　　TEL : 03-3952-5651

　会報 141号（2025 年１月15日発行）に、令和６年 11
月末日現在の「被災された同窓生への災害支援に関する
経過報告」を掲載いたしました。その後、被災報告は令
和７年６月末日現在までにいただいておりませんことをご
報告いたします。　
貴支部総会等の際に、支部会員の先生方から過去におけ
る被災状況の報告をお受けしたなどの話題がございまし
たら、本部同窓会事務局までお知らせくださいますよう、
宜しくお願い申し上げます。

ご 報 告

氏　　名 氏　　名 氏　　名
安達　　駿 小橋川　温 朴　　基浩
新井　昊樹 小林　果歩 朴　　帝彦
荒川　美南 小林　明結 朴　　世珍
李　　樹祉 小山　凉 早川　　凛
李　　　旻 近藤　千洋 菱山　　祐
池田　圭邦 近藤　史基 平林　茉桜
池田隆太郎 齋藤　　大 広江　萌絵
石渡　　樹 三枝　　愛 ブアウダ恭允
磯村　正士 佐藤　怜子 藤田　　心
伊東よつば 重松　慶祐 藤永　　優
糸川　　麗 清水　愛香 古谷　樹々
五十子稜真 清水　将大 細見　更咲
殷　玉真 下村　　佳佑 前原　美妃

ALAVEE MD FAHIM 鄭　　芝溶 蒔田　達巳
生沼　麻耶 白倉ほのか 増田　光哲
岡田　華林 菅原　涼珠 松﨑　崇德
岡野　寛文 杉山　詩織 松澤　紫音
小川　脩太 鈴木　陽夏 松下　愛子
小川　桃夏 関野　　創 松信　芳優
奥畑京士郎 徐　　賢娥 松本　喜成
小花　美由 宋　　承恩 間中　友菜
小山裕太郎 曹　　楽桐 三村　旺史
賈　　子航 曹　　　梁 三代川祥久
笠原　多恵 曹　　礼渊 村越　琉伍
金井　智人 宋　　志裕 森井菜々子
金子　拓弥 高内　希望 山口　歩希
金子　佳樹 鷹林　醐糊 山本　佳英
河野　薫子 武田　　真 劉　　煥熙
川満あかり 崔　　源埈 湯浅　璃音
奇　　炫辰 張　　宰元 尹　　恩善
木皿慎太郎 張　　材僖 呂　　朾鎭
金　　娥煐 鶴藤　宜周 吉田　　亘
金　　仁頌 手嶌　大翼 米山　采花
金　　昭延 杜　　楓濤 米山　好紀
金　　玟材 鳥井菜々華 李　　秋延
權　　城敏 内藤　才浬 李　　青宇
口羽　教介 直江　優太 李　　蘊芸
吳　汯叡 中村　希歩 劉　　宥謙
洪　允泓 西杉　旺哉 盧　　立融
小鳥居琉宇 根岸　龍勢
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勤勤務務先先名名 【 掲載  ・ 非掲載 】

【 掲載  ・ 非掲載 】

【 掲載  ・ 非掲載 】

【 掲載  ・ 非掲載 】

【 掲載  ・ 非掲載 】

勤勤務務先先所所在在地地 【 掲載  ・ 非掲載 】

電電話話番番号号 【 掲載  ・ 非掲載 】

ＦＦＡＡＸＸ番番号号 【 掲載  ・ 非掲載 】

携携帯帯番番号号 【 掲載  ・ 非掲載 】

【 掲載  ・ 非掲載 】

住住　　所所 【 掲載  ・ 非掲載 】

電電話話番番号号 【 掲載  ・ 非掲載 】

ＦＦＡＡＸＸ番番号号 【 掲載  ・ 非掲載 】

携携帯帯番番号号 【 掲載  ・ 非掲載 】

【 掲載  ・ 非掲載 】

　

　　〒〒

＜＜＜＜  勤勤務務先先情情報報  ＞＞＞＞　　　　　　　　　　◆ 届出の登録情報に変更　　【　あり  ･  なし　】

ＥＥ--ＭＭaaiill

＜＜＜＜  現現住住所所情情報報  ＞＞＞＞　　　　　　　　　　◆ 届出の登録情報に変更　　【【　あり  ･  なし　　】】

      登登  録録  情情  報報  変変  更更  届届 神神奈奈川川歯歯科科大大学学同同窓窓会会本本部部事事務務局局

ふふりりががなな

氏氏名名

ＦＦＡＡＸＸ・・郵郵送送用用

旧旧姓姓

※ アドレスを事務局宛にメール送信してください

　　〒〒

              〒238-8580  神奈川県横須賀市稲岡町82　　　  TEL(046)825-0524／FAX(046)822-3538
               ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞｱﾄﾞﾚｽ  https://inaoka82.com/　　  　  E-mailｱﾄﾞﾚｽ  ob-jimu@kdu.ac.jp

oobb--jjiimmuu@@kkdduu..aacc..jjpp ※メールでの登録情報変更については 宛にお問い合わせください

会員の個人情報について「プライバシーポリシー」を定め、適切な取り扱い管理を行っています。
この届出が同窓生名簿原稿となることにご理解をいただき、氏名・回生・支部・役職・勤務先の名称、住所、電話番号は
掲載にご協力くださいますようお願い申し上げます。
※ 市町村合併に伴う住居表示変更・市内局番の変更に伴う電話番号表示変更につきましてもお知らせください。

＜＜＜＜連連絡絡方方法法  ＞＞＞＞    　　            　　    1. 勤務先     　2. 現住所               （ 送付を希望する方に○をつけてください ）

≪≪  空空欄欄のの箇箇所所ががああるる場場合合、、既既にに登登録録（（届届出出））ししててああるる情情報報のの変変更更ははいいたたししまませせんん  ≫≫

回回生生
（（会会員員番番号号））

支支部部

◆ 冊子名簿への掲載について（ 希望する方に○をつけてください ）　　　　

◆ 冊子名簿への掲載について（ 希望する方に○をつけてください ）　　　　

ＥＥ--ＭＭaaiill
※ アドレスを事務局宛にメール送信してください

  

  

  

  

【【おお願願いい】】  
  

  
22002244 年年度度版版名名簿簿発発行行以以降降にに住住所所変変更更等等のの届届出出ををさされれてていいなないい方方はは正正確確なな  

  

情情報報をを名名簿簿にに掲掲載載すするるここととががででききるるよようう、、裏裏面面のの『『登登録録情情報報変変更更届届』』  用用紙紙をを  

  

FFAAXX・・ままたたははメメーールルににててごご連連絡絡くくだだささいい。。  

  

ままたた、、一一般般公公開開ペペーージジのの下下記記ののササイイドドメメニニュューーかかららのの届届出出ももででききまますす。。  

  

  

市市区区町町村村変変遷遷情情報報((市市町町村村合合併併・・市市制制変変更更等等))にによよるる住住所所表表示示変変更更、、電電話話番番号号  

  

表表示示変変更更ににつついいててももおお知知ららせせくくだだささいい。。  

  

  

  
  

  

  

※※個個人人情情報報のの保保護護ののたためめ、、会会員員ごご本本人人かかららのの届届出出をを原原則則ととししまますす。。  

  

  

                                                

URL：https://inaoka82.com/    E-mail：ob-jimu@kdu.ac.jp 

                   
  

                                    

神神奈奈川川歯歯科科大大学学同同窓窓会会事事務務局局  

  

                                〒〒223388--88558800 神神奈奈川川県県横横須須賀賀市市稲稲岡岡町町 8822  

  

                                TTEELL：：004466--882255--00552244    FFAAXX：：004466--882222--33553388  
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勤勤務務先先名名 【 掲載  ・ 非掲載 】

【 掲載  ・ 非掲載 】

【 掲載  ・ 非掲載 】

【 掲載  ・ 非掲載 】

【 掲載  ・ 非掲載 】

勤勤務務先先所所在在地地 【 掲載  ・ 非掲載 】

電電話話番番号号 【 掲載  ・ 非掲載 】

ＦＦＡＡＸＸ番番号号 【 掲載  ・ 非掲載 】

携携帯帯番番号号 【 掲載  ・ 非掲載 】

【 掲載  ・ 非掲載 】

住住　　所所 【 掲載  ・ 非掲載 】

電電話話番番号号 【 掲載  ・ 非掲載 】

ＦＦＡＡＸＸ番番号号 【 掲載  ・ 非掲載 】

携携帯帯番番号号 【 掲載  ・ 非掲載 】

【 掲載  ・ 非掲載 】

　

　　〒〒

＜＜＜＜  勤勤務務先先情情報報  ＞＞＞＞　　　　　　　　　　◆ 届出の登録情報に変更　　【　あり  ･  なし　】

ＥＥ--ＭＭaaiill

＜＜＜＜  現現住住所所情情報報  ＞＞＞＞　　　　　　　　　　◆ 届出の登録情報に変更　　【【　あり  ･  なし　　】】

      登登  録録  情情  報報  変変  更更  届届 神神奈奈川川歯歯科科大大学学同同窓窓会会本本部部事事務務局局

ふふりりががなな

氏氏名名

ＦＦＡＡＸＸ・・郵郵送送用用

旧旧姓姓

※ アドレスを事務局宛にメール送信してください

　　〒〒

              〒238-8580  神奈川県横須賀市稲岡町82　　　  TEL(046)825-0524／FAX(046)822-3538
               ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞｱﾄﾞﾚｽ  https://inaoka82.com/　　  　  E-mailｱﾄﾞﾚｽ  ob-jimu@kdu.ac.jp

oobb--jjiimmuu@@kkdduu..aacc..jjpp ※メールでの登録情報変更については 宛にお問い合わせください

会員の個人情報について「プライバシーポリシー」を定め、適切な取り扱い管理を行っています。
この届出が同窓生名簿原稿となることにご理解をいただき、氏名・回生・支部・役職・勤務先の名称、住所、電話番号は
掲載にご協力くださいますようお願い申し上げます。
※ 市町村合併に伴う住居表示変更・市内局番の変更に伴う電話番号表示変更につきましてもお知らせください。

＜＜＜＜連連絡絡方方法法  ＞＞＞＞    　　            　　    1. 勤務先     　2. 現住所               （ 送付を希望する方に○をつけてください ）

≪≪  空空欄欄のの箇箇所所ががああるる場場合合、、既既にに登登録録（（届届出出））ししててああるる情情報報のの変変更更ははいいたたししまませせんん  ≫≫

回回生生
（（会会員員番番号号））

支支部部

◆ 冊子名簿への掲載について（ 希望する方に○をつけてください ）　　　　

◆ 冊子名簿への掲載について（ 希望する方に○をつけてください ）　　　　

ＥＥ--ＭＭaaiill
※ アドレスを事務局宛にメール送信してください

  

  

  

  

【【おお願願いい】】  
  

  
22002244 年年度度版版名名簿簿発発行行以以降降にに住住所所変変更更等等のの届届出出ををさされれてていいなないい方方はは正正確確なな  

  

情情報報をを名名簿簿にに掲掲載載すするるここととががででききるるよようう、、裏裏面面のの『『登登録録情情報報変変更更届届』』  用用紙紙をを  

  

FFAAXX・・ままたたははメメーールルににててごご連連絡絡くくだだささいい。。  

  

ままたた、、一一般般公公開開ペペーージジのの下下記記ののササイイドドメメニニュューーかかららのの届届出出ももででききまますす。。  

  

  

市市区区町町村村変変遷遷情情報報((市市町町村村合合併併・・市市制制変変更更等等))にによよるる住住所所表表示示変変更更、、電電話話番番号号  

  

表表示示変変更更ににつついいててももおお知知ららせせくくだだささいい。。  

  

  

  
  

  

  

※※個個人人情情報報のの保保護護ののたためめ、、会会員員ごご本本人人かかららのの届届出出をを原原則則ととししまますす。。  

  

  

                                                

URL：https://inaoka82.com/    E-mail：ob-jimu@kdu.ac.jp 

                   
  

                                    

神神奈奈川川歯歯科科大大学学同同窓窓会会事事務務局局  

  

                                〒〒223388--88558800 神神奈奈川川県県横横須須賀賀市市稲稲岡岡町町 8822  
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KANAGAWA DENTAL UNIVERSITY

����年度

本学歯学部卒業生の推薦があれば、

どなたでも出願可能です !

2026年度より
2科目で受験が可能に
なりました！

神奈川歯科大学 歯学部
<お問い合わせ> 教学部入試係

046-822-9580（平日 9:00〜17:00）

nyushi-shigakubu@kdu.ac.jp

https://www.kdu.ac.jp/dental/

試験内容

小論文（400～600字）
面接

2025年7月頃
公開予定

出願書類

募集人員

入試日程

入学志願票
質問票（本学HPよりダウンロード）
出身高校調査書（調査書または卒業証明書および成績証明書）
卒業生推薦書（本学HPよりダウンロード）

20名

卒業生推薦入試による2026年度入学者は入学金が全額免除されます!

入学金
万円60

免除！

KANAGAWA DENTAL UNIVERSITY
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　　　　　広島県支部（1）‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 21

　　　　　広島県支部（2）‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 22

　　　　　大分県支部‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 23

クラス会報告　７回生クラス会‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 桂 　 一 平 24

　　　　　　　35 回生クラス会 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 香 西 雄 介 25

令和７年 春の叙勲表章・令和 6年度 表彰 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 26

お知らせ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 27

　　　　　　•表紙題字：大舘　満 会長
　　　　　　•表紙写真：大学（教学 IR室）よりご提供いただきました。
　　　　　　• P.17 ～ P.23 の「同窓便り」に公益社団法人 日本歯科医師会 広報課より許可を

いただき、日本歯科医師会 PRキャラクター「よ坊さん」のイラストを使用しています。

神奈川歯科大学 教学部入試係 046-822-9580（平日9:00～17:00）

ほか
にも
!

1cheer up 2cheer up

3cheer up 4cheer up

ch
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r u
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神奈川歯科大学 短期大学部

学校推薦型選抜、
（指定校・公募） 卒業生推薦の方

施設長推薦の方

※複数の制度を併用することはできません

さまざまな形で皆さまをサポートします。一度ご相談ください！

高等教育就学支援新制度の対象校

医療系施設長から
推薦を受けた方は

特待生選抜で特待生として
合格・入学した方は

※医療系施設に指定はありません

※学校推薦型選抜（公募）は、2026年度入試より推薦基準

　評定平均値の条件が撤廃されます

2026年度の変更点 ※関連校　
　・神奈川歯科大学・神奈川歯科大学短期大学部
　・日本女子衛生短期大学・湘南短期大学　
　・神奈川歯科大学附属歯科技工専門学校

学校推薦型選抜（指定校・公募）、
社会人選抜で合格・入学した方は

入学金全額免除

本学関連校の卒業生から
推薦を受けた方は

入学金半額免除

入学金半額免除

特待生選抜の方

減免制度学修を
応援する

cheer
 up!

※

初年次授業料半額免除

社会人選抜の方
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神奈川歯科大学同窓会は50周年を迎えます
神奈川歯科大学同窓会は、昭和 45年に発足し、令和２年で創立 50周年を迎えました。
新型コロナウイルス感染症蔓延の影響により開催が５年遅れとなってしまいましたが、
50年の節目として神奈川歯科大学同窓会創立 50周年記念事業を開催させていただきます。


